
市民要求実現に向け、みなさんと力を合わせて─日本共産党─
９月市議会で日本共産党は市民要求を掲げ論戦しました。この間、みなさんと力を合わせて取り組んできた要求も実現していますのでご紹介します。

川
越
駅
東
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

平
成

24年
度
決
算
で
は
学

童
保
育
料
の
値
上
げ
、
都
市

計
画
税
の
増
税
、
下
水
道
使

用
料
の
値
上
げ
、
介
護
保
険

料
値
上
げ
な
ど
市
民
負
担
が

前
年
に
続
き
増
加
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
一
般
会
計

決
算
な
ど
５
決
算
に
つ
い
て

負
担
増
が
続
き
、
市
民
生
活

は
限
界
と
指
摘
し
反
対
し
ま

し
た
。

職
員
給
与
の
大
幅
な
引
き

下
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
人

事
院
勧
告
も
行
わ
ず
、
地
方

自
治
体
の
独
自
性
に
国
が
一

方
的
に
介
入
す
る
も
の
で
道

理
の
な
い
や
り
方
で
す
。
川

越
市
は
行
政
改
革
と
し
て
数

年
来
職
員
削
減
し
た
結
果
、

仕
事
の
多
忙
化
や
残
業
が
増

え
て
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

公
共
事
業
で
働
く
労
働
者

の
賃
金
水
準
を
適
正
に
す
る

た
め
国
の
要
請
に
基
づ
い
て
、

道
路
補
修
な
ど
に
か
か
わ
る

事
業
費
が
増
額
補
正
さ
れ
ま

し
た
。

川
越
駅
東
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

２
基
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
身
体
の
不

自
由
な
方
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
引
く
方

か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の
要
望
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
く

り
返
し
議
会
で
一
般
質
問
を
行
い
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
実
現
を

求
め
て
き
ま
し
た
。

中
学
３
年
生
ま
で
子
ど
も
医
療
費
が
拡
充

平
成

26年
１
月
か
ら
子
ど
も
医
療

費
の
通
院
分
が
、
小
学
６
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
に
ま
で
拡
充
さ
れ
ま
す
。

党
議
員
団
は
、
お
母
さ
ん
方
と
一
緒

に
署
名
を
集
め
、
議
会
で
取
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。
川
島
町
で
は
川
越
市

の
病
院
で
窓
口
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

川
越
市
で
も
近
隣
市
の
対
応
を
研

究
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
引
続
き

充
実
に
向
け
取
り
組
ま
す
。

住
宅
改
修
（
リ
フ
ォ
ー
ム
）
補
助
金
が
増
額
に

市
内
業
者
を
利
用
し
て
住
宅
を
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
、
限
度
額
８
万

円
の
補
助
金
が
利
用
で
き
ま
す
。

平
成

25年
度
は
、
１
５
０
０
万
円

の
予
算
で
ス
タ
ー
ト
。
し
か
し
７
月

末
で
な
く
な
り
、
年
度
途
中
に
予
備

費
と
補
正
予
算
で
計
１
千
万
円
増
額

さ
れ
ま
し
た
。
経
済
対
策
と
し
て
も

効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

川
越

駅
西

口
の
暫

定
駐

輪
場

料
金

引
き
下

げ
示

す

負
担

増
続
く

平
成

24年
度

決
算

─
─
９
月
市

議
会
の
経
過

─
─

市
内
業
者
に
改
修
を
お
願
い
し
て
、

家
が
き
れ
い
に
な
り
う
れ
し
い
。
補

助
金
が
あ
っ
た
の
で
思
い
切
っ
て
出

来
ま
し
た
。
（
高
階
在
住
女
性
）

や
っ
と
、
中
学
３
年
生
ま
で
拡

充
さ
れ
る
ん
で
す
ね
。
い
ざ
と
い

う
と
き
助
か
り
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
（
大
東
在
住
の

お
母
さ
ん
）

今
ま
で
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
で
安
心
し
て
バ
ス
に
乗
れ
ま

す
。
（
Ａ
さ
ん
）

川
越
駅
西
口
の
暫
定
駐
輪
場
は
、

民
間
に
貸
し
て
運
営
さ
れ
、
現
在
一

日
１
５
０
円
と
な
っ
て
お
り
、
引
き

下
げ
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
は
、
来
年
１
月
か
ら
一
日
１
０

０
円
に
引
き
下
げ
、
定
期
利
用
導
入

の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。
今
後
、
業

者
と
協
議
の
上
利
用
料
を
決
定
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
川
越
駅
西

口
周
辺
は
、
放
置
自
転
車
禁
止
区
域

と
な
り
ま
す
。

夫
と
息
子
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

家
計
に
う
れ
し
い
で
す
。
（
新
宿

在
住
）

川越の教育は大丈夫?

藤
間
・
吉
田
両
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
替
え
で
計
画
さ
れ
て
い
る

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
建

設
か
ら
運
営
管
理
等
を
民
間
に

請
け
負
わ
せ
る
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
」

の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
安
心
の
給
食
を
提
供
す

る
責
務
は
、
本
市
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。
調
理
を

営
利
目
的
と
す
る
民
間
事
業
者
に
委
託
し
た
自
治
体
で

は
、
違
法
な
偽
装
請
負
な
ど
で
各
労
働
局
か
ら
是
正
指

導
が
出
さ
れ
、
市
の
責
任
が
果
た
せ
な
い
状
況
等
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
効
率
重
視
で
な
く
、
人
間
の
基
礎

を
つ
く
る
豊
か
な
学
校
給
食
を
め
ざ
す
べ
き
で
す
。

平
成

24年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
５
期
の
介
護
保
険
料

は
、
基
準
月
額
で
１
０
８
０
円
の
大
幅
値
上
げ
と
な
り
、

県
内

61保
険
者
の
う
ち
４
番
目
に
高
い
保
険
料
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
で
、

24年
度
決
算
で
は
８
億
円
を
超
え

る
剰
余
金
が
発
生
し
、
国
な
ど
に
約
１
億
６
千
万
円
を

返
還
、
給
付
等
準
備
基
金
に
約
６
億
５
千
万
円
を
積
立

て
、
基
金
は

25年
度
末
で

13億
４
千
万
円
と
な
る
見
込

み
。
剰
余
金
は
一
人
あ
た
り
８
３
１
５
円
と
な
り
、
保

険
料
引
下
げ
は
十
分
可
能
で
す
。

公
民
館
の
使
用
料
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
来
社
会
教
育
活
動
が
幅
広
く
行
え
る
よ
う
に
、
条
例

の
減
免
規
定
に
基
づ
い
て
多
く
の
方
が
無
料
で
利
用
し

て
い
ま
す
が
、
「
受
益
者
負
担
」
と
し
て
利
用
者
に
負

担
を
求
め
る
考
え
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
社
会
教
育
に

お
け
る
受
益
者
に
つ
い
て
問
う
と
教
育
委
員
長
は
、

「
受
益
者
は
そ
の
活
動
が
還
元
さ
れ
る
地
域
並
び
に
地

域
住
民
と
考
え
る
」
と
答
弁
。
文
化
活
動
な
ど
も
含
め

広
く
社
会
教
育
は
無
償
で
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

安
心
し
て
利

用
で
き
る
公

民
館

豊
か
な
学
校

給
食
を

ここが問題！

介
護
保
険
料

値
下
げ
は
可

能

介護保険料は高い！


